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ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
書

〔
要
約
〕
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
「
解
剖
学
蒋
作
」
（
一
五
九
三
）
と
「
解
剖
学
誌
』
（
ニ
ハ
○
○
）
を

杵
い
た
。
川
将
作
と
も
｝
〕
耐
８
畠
と
〔
一
匡
画
の
昌
○
か
ら
椛
成
さ
れ
て
い
る
。
雷
“
８
１
煙
で
は
解
刑
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る

人
体
各
部
分
の
構
造
作
川
、
有
川
性
が
ｋ
叩
か
れ
て
い
る
・
曾
煙
の
豊
。
で
は
解
剖
だ
け
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
叫
時
未

解
決
だ
っ
た
川
越
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
多
く
の
解
決
案

を
紹
介
し
、
も
っ
と
も
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
示
し
て
い
る
。
『
解
制
学
杵
作
」
の
ほ
と
ん
ど
の
胃
ｇ
爵
と

△
巨
璽
の
の
号
は
「
解
剖
学
誌
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
解
剖
学
誌
」
に
は
特
に
靭
帯
、
膜
、
血
筈
、
神
経
腺
な
ど
の

人
体
を
枇
成
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
新
た
な
三
ｍ
８
冒
と
冒
動
の
畠
。
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
解
剖
学
誌
』
に

は
解
剖
学
の
記
述
も
含
ま
れ
て
お
り
、
解
剖
学
史
、
解
剖
学
の
方
法
飾
解
削
学
の
有
川
性
な
ど
の
川
越
を
詳
細
に
》
分

析
し
て
い
る
。
「
解
剖
学
誌
」
を
読
む
こ
と
で
、
解
剖
学
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
、

解
削
学
と
は
ど
の
よ
う
な
準
川
か
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ
ス
の
解
制
学
股
叩

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
見
解
が
乏
し
い
た
め
に
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
解
剖
学
誌
」
は
十
七
世
紀
に
お

い
て
人
気
の
あ
る
解
剖
学
件
だ
っ
た
と
い
う
聯
突
は
無
祝
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
淵
塒
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
兄
解
を
紹

介
す
る
の
と
は
異
な
る
種
類
の
解
剖
学
拝
、
便
覧
と
し
て
の
解
剖
学
苫
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
碗
え
る
。
今
後
、

解
剖
学
の
専
門
家
の
知
識
が
非
専
門
家
へ
と
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
「
解
剖
学
誌
」
は
無
視
で
き
な

い
苫
作
で
あ
る
。
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ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ
ス
（
皆
］
号
①
閉
伊
釦
昌
①
昌
旨
の
．
ま
た
は
シ
己
融
合
Ｆ
四
昌
自
の
》
園
認
‐
屋
ｓ
）
は
エ
ハ
世
紀
末
か
ら

（
１
）

一
七
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
医
学
者
で
あ
る
。
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
医
学
部
で
教
職
に
つ
い
た
後
、
パ
リ
の
宮
廷
で
国
王
ア
ン
リ

四
世
や
王
妃
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
侍
医
を
務
め
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
の
学
長
に
も
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
経
歴
は
華
々
し
い
。
そ

の
著
作
『
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
敬
虐
な
フ
ラ
ン
ス
の
諸
王
に
の
み
許
さ
れ
る
瘤
を
癒
す
脅
威
の
力
に
つ
い
て
』
ｅ
の
自
国
巨
一
ぃ
言
匡
冒
膀

閻
己
四
口
ａ
ぐ
厨
○
一
厨
⑦
画
二
国
①
『
①
ぬ
ぎ
５
９
国
異
国
昌
ゆ
め
冒
尉
＆
ぐ
目
目
の
８
］
〕
８
の
笛
》
岳
ｇ
）
は
侍
医
と
し
て
の
活
動
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た

『
危
機
に
つ
い
て
の
三
聿
自
」
ｅ
①
９
国
の
一
号
風
時
の
の
〕
屋
冨
）
や
『
視
力
の
保
存
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
病
、
カ
タ
ル
、
老
齢
に
つ
い
て
」

ｅ
尉
８
日
の
。
①
一
四
８
房
閏
く
胃
ご
ロ
ロ
①
置
く
匡
興
二
①
の
目
四
一
ｍ
ｇ
①
印
目
①
一
四
己
ｇ
ｏ
国
口
巨
①
段
・
の
ｍ
ｏ
ｇ
胃
号
①
輿
里
竺
①
置
く
国
］
一
の
の
め
ゆ
勗
虐
）
な
ど

（
？
〕
）

の
臨
床
関
連
の
著
作
も
残
し
て
い
る
。
特
に
後
者
は
非
常
に
影
響
力
の
あ
っ
た
著
作
で
あ
り
、
各
国
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

解
剖
学
に
関
し
て
は
『
解
剖
学
著
作
』
（
○
℃
①
日
勤
ご
胃
○
目
８
．
勗
麗
）
と
『
解
剖
学
誌
」
（
胃
の
８
国
四
目
罠
○
目
８
．
忌
ｇ
）
を
著
し
た
。

特
に
『
解
剖
学
誌
」
は
人
気
を
博
し
、
版
を
重
ね
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
作
ら
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
（
弓
旨
四
目
国
胃
ぐ
ｇ
ゞ
忌
詞
‐

（
３
）

晟
望
）
も
読
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
研
究
活
動
に
は
う
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ
ス
の
解
剖
学
の
著
作
は
従
来
の
歴
史
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
に
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
発
見
が
乏
し
い
た
め
に
、
新
知
見
の
発
見
を
重
視
す
る
歴
史
研
究
か
ら
は
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
内
容
自
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
『
解
剖
学
著
作
』
と
『
解
剖
学
誌
」
を
比
較
し
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
ど
の
よ
う
な
解
剖
学
聿
冒
を
聿
自
い
た
か
を
明
ら
か
に
す

は
じ
め
に

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
解
削
学
沸
、
知
識
の
伝
播



明
す
る
。

Ｆ
、
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「
解
剖
学
著
作
』
は
五
巻
か
ら
な
り
、
腹
・
生
殖
器
・
胸
・
頭
・
四
肢
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
で
扱
わ
れ
て
い
る
（
表
１
）
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ

ス
に
よ
る
人
体
の
区
分
け
は
部
位
と
そ
の
部
位
に
属
す
る
器
官
の
機
能
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
分
け
は
、
生
殖
器
が
腹
部
内
臓

の
巻
で
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
享
ン
デ
ィ
ー
ノ
解
剖
学
』
に
見
ら
れ
、
後
の
解
剖
学
書
で
も
多
く
採
用
さ
れ
た
。
ラ
ウ

レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
と
同
時
代
の
解
剖
学
書
で
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
同
様
に
人
気
を
博
し
た
バ
ウ
ヒ
ン
Ｓ
ｍ
の
冒
己
国
四
目
ヨ
》
届
ｇ
‐
屋
瞳
）

に
よ
る
『
解
剖
劇
場
』
（
弓
馬
画
ご
匡
目
四
国
胃
○
目
』
２
冒
々
屋
Ｓ
）
も
腹
・
胸
・
頭
・
四
肢
の
四
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
の
『
解
剖
学
著
作
」
に
お
い
て
は
各
巻
に
冨
鼻
○
「
罰
（
記
述
）
と
自
画
の
昌
○
（
問
題
）
と
題
さ
れ
た
章
が
複
数
お
か

れ
て
い
る
。
閏
の
８
【
一
ｍ
で
は
人
体
の
各
部
分
の
構
造
・
機
能
な
ど
が
記
述
さ
れ
、
冑
に
つ
い
て
の
言
の
８
門
田
や
心
臓
に
つ
い
て
の
亘
の
言
○
国
四

な
ど
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
名
称
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
、
ど
の
よ
う
な
物
質
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
形
状
、
他
の
器

官
と
の
連
絡
、
出
入
り
す
る
血
管
・
神
経
、
そ
の
器
官
の
働
き
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

Ｃ
匡
四
⑦
呂
○
は
三
の
８
門
国
の
後
に
置
か
れ
、
亘
の
８
月
園
に
お
い
て
扱
わ
れ
た
器
官
に
関
連
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
《
叩
）
（
【
ｊ
）

例
え
ば
胃
の
言
の
ｇ
禺
国
の
後
に
は
「
噴
門
は
食
欲
の
座
な
の
か
」
と
い
う
呂
四
①
昌
○
が
置
か
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
全
尽
①
の
‐

ｇ
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
多
く
の
人
の
意
見
を
紹
介
し
、
最
後
に
誰
の
意
見
が
よ
い
と
思
う
か
に
つ
い
て
自
分
の
見
解
を
表

る
。
「
解
剖
学
著
作
』
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
が
言
及
さ
れ
る
場
合
で

（
－
３
）

も
『
解
剖
学
誌
」
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
『
解
剖
学
著
作
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
注
目
す
る
の
は
巻
構
成
や
記
述
の
形
式
で
あ
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
の
形
式
は
当
時
の
ほ
か
の
解
剖
学
害
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
独
特
の
形
式
を
持
つ
こ
と
が
彼
の
著
作
が
広
く
読
ま
れ
た
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
解
剖
学
著
作
」
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表1

6

『解剖学著作」 historiaquaestio

ここでは栄養に従事する諸部分のhistol･ia

が書かれ、またこの部分に関して見られる議

論が説明される。

ここでは生殖に従事する諸部分と胚のhis-

toriaが詳細に記述され、次にこの部分につ

いて起こる議論が説明される。

ここでは生命にかかわる部分、つまり脈、呼

吸の器官が記述され、また医者の間で激しく

議論された多くのことが説明される。

ここでは動物的な、つまり脳と諸感覚の諸器

官が記述される。

ここでは四肢のhistoriaとすべての骨の結

合が記述される。

4222第一巻

3916第二巻

17 26第三巻

282］第四巻

l3 4第五巻

閏
異
ｇ
’
国
と
呂
四
①
呂
○
で
は
扱
わ
れ
る
内
容
の
性
格
は
異
な
っ
て

い
る
。
三
の
８
国
画
で
扱
わ
れ
る
の
は
解
剖
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
事
柄
で

あ
り
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
確
定
し
た
事
実
と
し
て
亘
の
ｇ
【
国
を
書

い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
自
身
が
解
剖
に
よ
っ
て

見
つ
け
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ガ
レ
ノ
ス
、
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
や
コ
ロ
ン
ボ
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
ら
の
解
剖
害
の
内
容
を
編
集
し

（
Ｎ
）

た
も
の
で
あ
る
。
一
方
自
画
①
呂
○
で
は
三
の
８
吋
国
の
内
容
を
踏
ま
え
、

古
代
の
権
威
や
近
代
の
解
剖
学
者
の
見
解
が
多
く
紹
介
・
引
用
し
な
が

ら
、
観
察
の
み
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
生
理
学
的
な
問
題
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
目
色
の
呂
○
は
、
多
数
の
異
論
を
並
べ
、
そ
の
判

定
を
行
っ
て
い
る
点
で
ア
バ
ー
ノ
の
ピ
エ
ト
ロ
（
国
①
言
Ｃ
Ｑ
Ｐ
ｇ
ｐ
Ｏ
》
８
．

局
弓
－
８
、
届
勗
）
の
「
調
停
者
』
ｓ
ｏ
月
罠
胃
○
ユ
と
類
似
し
て
い
る
。

哲
学
と
科
学
の
宥
和
を
目
指
し
た
「
調
停
者
』
で
は
、
特
定
の
問
題
に

つ
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ア
ラ
ビ
ア
の
著
作
者
ら
の
見

解
が
並
べ
ら
れ
、
ピ
エ
ト
ロ
に
よ
っ
て
裁
定
が
下
さ
れ
る
。
ピ
ェ
ト
ロ

の
『
調
停
者
」
は
ガ
レ
ノ
ス
主
義
者
に
よ
る
医
学
教
育
に
お
い
て
よ
く

（
ｑ
】
）

用
い
ら
れ
、
多
く
の
版
が
出
さ
れ
た
。
一
六
世
紀
に
お
い
て
も
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
批
判
も
多
く
な
る
。
ア
ル
ゲ
ン
テ
リ
オ
（
Ｑ
ｏ
ぐ
自
昌



７
ガ
レ
ノ
ス
ヘ
の
異
論
が
多
数
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
六
世
紀
末
に
お
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
を
批
判
か
ら
護
る
た
め
に
は
誰
か
一
人
の
意
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こ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
「
解
剖
学
著
作
」
の
副
題
に
あ
る
。
こ
の
著
作
の
正
式
な
題
は
『
学
識
あ
る
医
師
で
あ
り
、
モ
ン
ペ
リ
エ
に
あ
る

国
王
の
高
貴
な
ア
カ
デ
ミ
ー
に
属
す
る
教
授
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
五
巻
か
ら
な
る
解
剖
学
著
作
」
、
副
題
は
『
こ

の
著
作
に
は
お
の
お
の
の
部
分
の
一
房
８
国
四
が
最
初
に
記
述
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
丘
陣
○
国
四
に
お
い
て
見
ら
れ
た
議
論
が
詳
述
さ
れ
、
ヒ

ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
解
剖
書
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
最
近
の
人
々
に
よ
る
無
数
と
も
い
え
る
不
当
な
非
難
か
ら
ガ
レ
ノ
ス
が
擁
護
さ
れ
る
』
で
あ

る
。
こ
の
副
題
か
ら
「
解
剖
学
著
作
』
は
人
体
各
部
の
知
識
を
知
ら
し
め
る
ほ
か
に
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
解
剖
書
の
説
明
と
、
近
代
人
か

ら
の
ガ
レ
ノ
ス
の
擁
護
を
も
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
の
近
代
人
と
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン
ボ
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
ら

と
い
っ
た
解
剖
学
者
、
ま
た
ア
ル
ゲ
ン
テ
リ
オ
や
フ
ェ
ル
ネ
ル
な
ど
の
医
学
者
で
あ
る
。
旧
来
の
ガ
レ
ノ
ス
を
権
威
と
し
て
盲
従
す
る
医
学

を
打
破
し
、
新
た
な
見
解
を
生
み
出
し
た
解
剖
学
者
・
医
学
者
が
、
古
代
の
権
威
に
対
置
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
が
、
近
代
の
見
解
を
反
駁
し
、
ガ
レ
ノ
ス
の
擁
護
を
行
う
の
は
言
印
８
埼
園
で
は
な
く
自
画
①
呂
○
に
お
い
て
で
あ
る
。

多
く
の
呂
四
①
呂
○
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
な
ど
の
古
代
の
権
威
間
で
の
意
見
の
相
違
を
紹
介
・
調
停
し
て

い
る
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
、
コ
ロ
ン
ボ
の
見
解
、
あ
る
い
は
ア
ル
ゲ
ン
テ
リ
オ
の
見
解
を
反
駁
す
る
と
い
う
題
を
持
つ
も

（
川
）

の
も
あ
る
。

シ
侭
①
貝
①
吋
冒
勗
屋
‐
届
冨
）
は
ガ
レ
ノ
ス
批
判
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
旧
来
の
自
画
①
呂
○
や
『
調
停
者
』
に
基
づ
く
教
育
に
も
反
対
を
唱

え
て
い
た
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
こ
ろ
に
は
そ
の
よ
う
な
教
育
は
下
火
に
な
っ
て
い
た
が
、
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
解
剖
学
害
に
お
い
て
自
国
①
呂
○
形
式
が
用
い
ら
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
は
な
ぜ
時
代
遅
れ
と
も
言
え
る
昌
嘩
①
昌
○
と
い
う
形
式
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
単
に
解
剖
学
に
お
け
る

人
体
各
部
の
知
識
を
伝
え
る
た
め
な
ら
ば
、
三
の
８
局
園
の
部
分
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
皇
国
①
豊
○
と
い
う
道
具
を
持
ち
出
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
、
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見
を
採
り
上
げ
て
の
反
駁
だ
け
で
は
効
果
は
な
く
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
昌
勗
①
豊
○
に
お
い
て
古
今
の
異
論
を
並
べ
、
裁
定
を
下
す
と

い
う
形
式
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

澤井直・坂井建雄：ラウレン

『
解
剖
学
誌
」
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
『
解
剖
学
著
作
」
と
比
較
し
よ
う
。
「
解
剖
学
著
作
」
と
同
じ
く
、
『
解
剖
学
誌
』
で
は
言
里
目
印

昌
国
①
呂
○
形
式
が
用
い
ら
れ
、
ガ
レ
ノ
ス
の
見
解
が
擁
護
さ
れ
て
い
る
。

「
解
剖
学
誌
』
と
『
解
剖
学
著
作
」
に
お
い
て
巻
の
構
成
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
「
解
剖
学
誌
』
の
各
巻
で
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
解
剖
学
、
骨
、
軟
骨
・
靱
帯
・
膜
・
毛
、
静
脈
・
動
脈
・
神
経
、
肉
・
臓
器
・
腺
・
筋
肉
、
栄
養
器
官
、
生
殖
器
官
、

胚
、
肺
・
心
臓
、
脳
、
感
覚
器
、
四
肢
。
（
表
２
）

『
解
剖
学
著
作
」
が
腹
部
器
官
、
生
殖
器
官
、
胸
部
器
官
、
脳
・
感
覚
器
、
四
肢
の
五
巻
か
ら
な
る
の
と
比
べ
て
、
「
解
剖
学
誌
」
は
一
二

巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
解
剖
学
誌
』
は
『
解
剖
学
著
作
」
の
生
殖
器
官
に
つ
い
て
巻
を
二
分
し
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
巻
を
加
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
ら
た
に
加
わ
っ
た
の
は
、
最
初
の
五
つ
の
巻
で
あ
る
。
体
を
構
成
す
る
諸
要
素
に

つ
い
て
の
巻
と
解
剖
学
に
つ
い
て
の
巻
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
巻
の
構
成
に
つ
い
て
『
解
剖
学
著
作
」
と
『
解
剖
学
誌
」
を
比
較
し
た
場
合
、
『
解
剖
学
誌
』
は
「
解
剖
学
著
作
」
を
改
変

し
、
大
ま
か
な
部
位
に
分
け
て
人
体
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
体
を
形
作
っ
て
い
る
様
々
な
組
織
に
つ
い
て
の
情
報
を
付
け
加
え
た
解
剖
学
書

し
か
し
、
『
解
剖
学
著
作
」
と
『
解
剖
学
誌
」
で
は
多
く
の
三
の
８
禺
冨
と
呂
煙
の
呂
○
が
共
通
し
て
い
る
た
め
に
、
実
際
に
は
『
解
剖
学
著

作
』
と
『
解
剖
学
誌
」
か
ら
得
ら
れ
る
人
体
に
つ
い
て
の
知
識
は
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。

『
解
剖
学
著
作
」
に
お
い
て
栄
養
器
系
を
扱
う
第
一
巻
に
は
、
三
一
の
冨
胃
自
国
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
う
ち
導
入
と
し
て
書
か
れ
た
解
剖
学

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
解
剖
学
誌
」
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表2

｢解剖学誌」 historiaquaestioexercitatio

ここでは人間の崇高さ、解剖の優位

性・有用性・必要性、また解剖術の

一般的な規則が説明される。

ここではすべての骨のhistoriaが

詳細に書かれ、また骨について起こ

る議論が説明される。

軟骨、靱帯、膜、毛について。

管について、つまり静脈と動脈と神

経について。ここでは医者と哲学者

の間の多くの議論が説明される。

サルコーンについて、つまり内臓と

腺と筋の肉について。

ここでは栄養に従事する諸部分の

hist()riaが書かれ、またこの部分に

関して見られる議論が説明される。

ここでは生殖に従事する男性と女性

の諸部分についてのhistoriaが先

ず詳細に書かれ、次にこの部分につ

いて起こる議論が説明される。

ここでは胚のhistol･iaが詳細に書

かれ、発生の原基、受胎産物、形

成、生命、運動、最後に出産につい

て、ヒッポクラテスの「知性につい

て」に倣って、できる限り適切に説

明される。

ここでは生命にかかわる部分、つま

り脈、呼吸の器官が記述され、また

医者の間で激しく議論された多くの

ことが説明される。

ここでは霊魂的な器官、つまり脳と

そこから生じるものについて記述さ

れる。

ここでは感覚の器官が記述され、哲

学者と医者の間の多くの議論が説明

される。

ここでは四肢のhistoriaが書かれ

る。

第一巻 21 10

第二巻
ハハ

[うげ 15

第三巻 ワ7
日U

第四巻 620 1ワ
止全

第五巻 l] 11

第六巻 ‘)只
白､ノ

り1
q）」

第七巻 12 13

第八巻 9 qq
VU ３

第九巻 17
八1 26

第十巻 1ワ
上白 14

第十一巻 '8 12

第十二巻 1O
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表31解剖学著作」のhistoriaの分配

l(）

第一巻第二巻第三巻第匹|巻第五巻

１
，
／
〕

庁
Ｊ
Ｉｌ６１ l322

｢解剖学誌」

第一巻

第二巻

第三巻

第匹|巻

第五巻

第六巻

第七巻

第八巻

第九巻

第十巻

第十一巻

第十二巻

採用されなか

計 新規

2118

3912

2727

2018

4125

254

123

90

170

122

1812

1()7

)たhistoria

３

24/26＊|＊＊

＊
１
１

１
１

ノ
ノ

ハ
Ｕ

１
１

＊

１
脚２

1

1＊＊

18/21*

7/9＊

9

15/17*

ゞ
０
６

１

３
６I ２(） (1

*｢解剖学誌」には「解剖学著作』の一つのhistoriaを複数に分割したhistoria

が存在する。斜線の左側は『解剖学著作』でのhistoriaの数、右側は「解剖学

誌」でのhistoriaの数を表している。

**｢解剖学著作』第三巻のhistoriaXVIは『解剖学誌」第二巻hist()riaXXXIX

と第五巻historiaXVIIに分割されている。

一
般
の
定
義
や
人
体
の
区
分
を
扱
っ
た
最
初
の

三
つ
は
「
解
剖
学
誌
』
で
は
第
一
巻
に
、
腹
部
の

動
脈
を
扱
っ
た
一
つ
は
第
四
巻
に
、
腹
部
内
臓
を

扱
っ
た
残
り
の
一
八
個
は
第
六
巻
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
他
の
巻
で
も
同
様
に
、
『
解
剖
学
著
作
」

で
は
一
つ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
言
牌
自
国

と
呂
四
①
呂
○
が
、
『
解
剖
学
誌
」
で
は
複
数
の
巻

に
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
表
３
，
４
）

一
つ
の
三
の
８
国
印
や
昌
一
四
①
豊
○
が
複
数
の

ご
ｍ
８
国
四
の
自
画
①
豊
○
に
分
け
ら
れ
る
場
合
や
、

「
解
剖
学
誌
』
で
は
採
用
さ
れ
な
い
場
合
や
、
新
た

な
も
の
が
付
け
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
『
解
剖
学
著
作
」
の
大
部
分
の
巨
望
自
国
と

目
印
①
昌
○
は
「
解
剖
学
誌
』
に
も
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
表
か
ら
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
解
剖
学
著
作
』
の
内
容
の
大

部
分
は
「
解
剖
学
誌
』
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
両
著
で
は
、
知
識
の
提
示
の

仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
解
剖
学
誌
」
で
は
構
成
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表41解剖学著作」のquaestioの分配

第一巻第二巻第三巻第四巻第五巻

42 392628 4

『解剖 学 誌 I計新規

第一巻104

第二巻159

第三巻O

第四巻126

第五巻114

第六巻311

第七巻131

第八巻335

第九巻265

第十巻144

第十一巻12

第十 二 巻 0

採用されなかったquaestlo

h

4/6＊

5１
４3

28/3()＊

＊
＊

２
８
１
２

ノ
ノ
ノ
ノ

ー
７
１
２

21

＊ｌⅡ
２

ノ
ー

９

5＊＊ 1 (） 2 (）

*表3と同様に斜線の左側は「解剖学著作』でのquaestioの数、右側は「解剖学

誌」でのquaestioの数を表している。

**｢解剖学著作」第一巻のquaestioXXIXの内容は1.解剖学誌」では第四巻の

exe1℃itatioとして収録されている

要
素
ご
と
に
巻
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
巻
立
て
の
解
剖
学
害
と
し
て
は
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
の
「
人
体
構
造
論
」
ｅ
①
冒
冒
四
日
の
Ｏ
Ｓ
○
国
⑱

討
耳
旨
騨
馬
鹿
）
が
有
名
で
あ
る
。

ま
た
「
解
剖
学
誌
』
各
巻
に
は
『
解
剖
学
著
作
」

に
は
な
か
っ
た
亘
の
８
国
角
や
呂
煙
①
呂
○
が
含
ま
れ

て
い
る
。
特
に
『
解
剖
学
誌
」
の
最
初
の
五
巻
に
は

「
解
剖
学
著
作
」
に
対
応
す
る
三
ｍ
８
１
四
．
目
印
の
呂
○

が
見
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
元
々

『
解
剖
学
著
作
』
で
は
臓
器
に
関
し
て
の
記
述
が
多

く
、
血
管
や
神
経
、
腺
な
ど
の
扱
い
は
小
さ
か
っ
た
。

「
解
剖
学
誌
」
で
は
血
管
、
神
経
、
腺
を
独
立
に
扱

い
、
「
解
剖
学
著
作
』
に
お
い
て
は
扱
わ
れ
な
か
っ

た
軟
骨
・
靱
帯
・
膜
・
毛
に
つ
い
て
の
巻
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
解
剖
学
著
作
」
で
は
第
一

巻
の
最
初
に
少
し
だ
け
扱
わ
れ
た
解
剖
学
そ
の
も

の
に
つ
い
て
の
考
察
に
も
一
つ
の
巻
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
扱
っ
た
最
初
の
五
巻
で
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『
解
剖
学
誌
」
の
第
一
巻
は
解
剖
学
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
身
体
の
部
位
や
機
能
と
い
っ
た
問
題
が
扱
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
解
剖

学
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
一
二
の
冨
印
さ
国
四
に
は
、
人
間
と
そ
の
身
体
の
価
値
・
特
徴
（
国
璽
自
国
固
く
）
、
解
剖
の

有
用
性
（
雷
の
８
国
画
く
‐
ご
曰
）
、
解
剖
学
の
提
示
・
教
育
方
法
田
尉
さ
国
四
員
）
、
過
去
か
ら
現
代
ま
で
の
解
剖
学
の
歴
史
（
円
の
８
吋
国

は
『
解
剖
学
著
作
」
に
な
か
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
第
四
巻
で
は
『
解
剖
学
著
作
』
で
は
ほ
と
ん
ど

記
述
の
な
か
っ
た
神
経
と
動
脈
の
分
布
が
細
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
ｍ
目
国
四
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
だ
け
で
、
呂
四
①
呂
○
が
新

〈
Ⅲ
）

た
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
第
四
巻
と
第
八
巻
に
は
巨
里
自
国
と
呂
四
の
呂
○
の
ほ
か
に
①
×
①
Ｈ
昌
呂
○
（
考
察
）
と
い
う
章
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

皇
国
①
豊
（
）
の
一
種
で
あ
り
、
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
、
明
確
な
結
論
を
加
え
て
い
る
。
第
四
巻
の
⑦
〆
①
禺
昌
呂
○
で

は
静
脈
の
起
始
は
ど
こ
か
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
主
義
者
、
ガ
レ
ノ
ス
の
諸
説
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
意
見
が
提
示
さ
れ
、
最
後
に
肝
臓
が
静
脈
の
起
始
だ
と
総
括
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内

（
吃
）

容
は
「
解
剖
学
著
作
』
で
静
脈
の
起
始
を
扱
っ
た
呂
四
の
昌
○
を
別
の
形
で
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
解
剖
学
誌
」
で
は
一
連
の
六
つ
の
考

（
Ⅷ
）

察
か
ら
静
脈
の
起
始
に
つ
い
て
の
問
題
が
明
快
な
議
論
を
経
て
解
決
さ
れ
る
。
そ
の
議
論
の
厳
密
さ
に
お
い
て
自
画
①
呂
○
と
は
一
線
を
画

こ
の
よ
う
に
『
解
剖
学
誌
」
は
『
解
剖
学
著
作
」
と
同
じ
く
臣
の
８
局
園
‐
呂
四
①
豊
○
形
式
を
用
い
、
人
体
を
構
成
す
る
脈
管
や
肉
な
ど
の

構
成
要
素
に
つ
い
て
の
内
容
を
拡
充
し
、
新
た
な
順
序
で
人
体
構
造
と
そ
の
問
題
を
提
示
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
解
剖
学
誌
」
で
は
『
解
剖
学
著
作
』
に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
体
に
つ
い
て
の
知
識
で

は
な
い
。
解
剖
学
と
い
う
学
問
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る
。

す
○

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
解
剖
学
の
分
析
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閏
‐
旨
く
）
、
解
剖
学
の
特
徴
田
尉
８
国
画
汽
く
）
、
解
剖
学
の
対
象
と
し
て
の
人
体
の
部
分
に
つ
い
て
の
考
察
（
閏
の
８
局
国
〆
昌
‐
凋
旨
）
が
含

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三
ｍ
目
凰
鼬
に
お
い
て
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
者
や
医
学
者
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
解
剖
学
に

つ
い
て
の
自
ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
巻
の
呂
儲
翼
旨
は
す
べ
て
部
分
に
つ
い
て
の
問
題
に
当
て
ら
れ
、
「
解
剖
学
著
作
」
で

（
Ｍ
）

用
い
ら
れ
た
自
用
里
ざ
が
流
用
さ
れ
て
い
る
。
（
表
５
）

以
下
で
は
こ
れ
ら
の
冨
鴛
自
国
を
順
に
紹
介
し
て
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
解
剖
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
明
ら
か
に

解
剖
が
有
用
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
人
体
を
人
間
の
最
も
鋭
敏
な
感
覚
で
あ
る
視
覚
を
使
っ
て
知

り
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
栄
誉
を
認
識
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
人
体
の
構
造
を
知
る
こ
と
で
神
の
御
業
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
解

剖
は
有
用
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
哲
学
者
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
職
業
に
就
く
人
々
に
と
っ
て
解
剖
は
有
用
で
あ
る
。
医
業
に
従
事
す

る
医
者
、
外
科
医
、
薬
草
家
に
と
っ
て
人
体
の
地
図
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
解
剖
学
は
有
用
で
あ
る
だ
け
で
な
く
必
須
の
知
識
で

る
医
者
、

も
あ
る
。

工
耐
庁
○
「
画
一
，
｜
く

う
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
神
聖
さ
は
神
に
似
た
姿
を
持
つ
こ
と
と
霊
魂
を
持
つ
こ
と
に
由
来
す
る
。
人
間
は
他
の
動
物
の

上
に
立
ち
、
天
使
に
次
ぐ
地
位
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
他
の
動
物
と
は
異
な
る
特
徴
を
肉
体
的
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
豊
か
な
表
情

の
表
出
、
二
足
歩
行
、
頭
部
を
保
護
す
る
毛
髪
、
脚
と
腕
で
屈
曲
方
向
が
異
な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

す
る
。

エ
耐
斤
○
コ
画
一
×

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
は
こ
こ
で
解
剖
学
の
教
授
法
と
提
示
法
を
分
析
し
て
い
る
。
解
剖
学
は
観
察
（
冒
呂
①
昌
○
）
と
教
授
ａ
ｏ
の
胃
旨
巴

の
二
つ
の
方
法
か
ら
な
る
。
観
察
の
ほ
う
が
よ
り
確
か
な
方
法
で
あ
る
が
、
価
値
が
高
い
の
は
教
授
の
ほ
う
で
あ
る
。
観
察
は
人
体
・
動

の
表
出
、
一

工
雨
庁
○
『
画

く
‐
く
一
一
一
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表51解剖学誌」第一巻の内容

14

人間の優位性がその諸部分から知られる。つまり霊魂と肉体か

ら。また第一に魂の崇高さはどれほどか。

人体の崇高さと椛造はどれほどすばらしいものか。

エピキュルス、モモス、プリニウスそして他の自然についての

論弁家が糾弾される。また人間の優位性がその裸体から示され

る。

人体は他の動物からどれほど隔たっているか。何が人体の構造

に特徴的なのか。

人体を知るために解剖がどれほど有用か。

神を知るために解剖がどれほど有用か。

解剖が哲学者やほぼすべての職業者にとって有用か。

医者にとっては有用であるだけでなく、解剖は不可欠であるこ

とが示される。

解剖はどのような方法で教えられ、示されえるか。

解剖の著者たち。また解剖についての最初の著者ヒッポクラテ

スo

解剖について書いたガレノス、また最近の人々によって悪し様

にどれほど非難されているか。

アリストテレスが解剖についてどのように考えたか。

他のギリシアの著作家たちが解剖について書き記したこと。

我々の時代の解剖学の著者。

解剖とは何か、また幾重からなるか。

解剖学の対象は何か。すなわち部分。ここでは部分の定義が説

明される。

任意の部分において解剖学者は何を見るべきか。

諸部分の相違：最初にヒッポクラテスの諸部分の区分。

主要なものと下等なものへの諸部分の区分。

同質なものと非同質なものへの諸部分の正確な区分。またその

詳細な理解。

そのほかの諸部分の区分が説明される。

諸部分の定義について。

諸部分のうちの重要なものについて遁遥学派とは逆に、主要な

ものは一つ、つまり心臓だけではないことが示される。

主要な部分はいくつあるのか。

どの部分が主要なもののうちでより卓越しているか。

同質な部分と非同質な部分について。また最初にそれらの数に

ついて。

同質な部分は器官と呼ばれうるかどうか。また同質なものの作

用は部分のものなのか、あるいは器官のものなのかどうか。

生殖の部分について、種子から生まれるのかどうか。、

生殖の部分は融合しうるのかどうか。

生殖の部分は肉質の部分より暖かいのかどうか。

乾いた硬い部分は湿りうるのかどうか。
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生
体
解
剖
に
つ
い
て
の
考
察
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
人
体
の
生
体
解
剖
は
必
要
が
な
く
、
動
物
で
代
用
で
き

る
。
生
体
解
剖
で
分
か
る
の
は
諸
部
分
の
作
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
体
と
動
物
で
共
通
す
る
こ
と
が
多
い
。
異
な
る
の
は
運
動
器
官
の
作

用
で
あ
り
、
こ
れ
は
生
体
解
剖
を
し
な
く
と
も
生
身
の
人
体
か
ら
分
か
る
。
表
か
ら
は
見
え
な
い
隠
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
内
臓
の
作
用
を
理

解
す
る
際
に
生
体
解
剖
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
動
物
と
人
体
で
共
通
し
て
い
る
。
動
物
と
人
間
で
は
運
動
器
官
の
構
造
に
は
大
き
な
差

（
脇
）

異
が
あ
る
が
、
内
臓
の
構
造
に
は
差
異
は
な
く
、
共
通
の
作
用
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
は
解
剖
学
の
知
見
を
提
示
す
る
方
法
を
分
析
的
と
統
合
的
の
二
つ
に
分
類
す
る
。
分
析
的
な
方
法
は
人
体
全
体
を

頭
・
胸
・
腹
・
四
肢
へ
と
分
け
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
細
か
く
分
け
て
い
く
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
逆
に
統
合
的
な
方
法
は
、
等
質
な
部
分
か

ら
非
等
質
な
部
分
が
作
ら
れ
、
非
等
質
な
部
分
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
部
分
が
、
最
終
的
に
人
体
全
体
が
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
提
示
す
る

方
法
で
あ
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
「
解
剖
学
誌
」
で
は
ど
ち
ら
の
方
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
二
～
五
巻
で
は
脈
管

や
肉
な
ど
の
人
体
を
構
成
す
る
要
素
（
Ⅱ
非
等
質
な
部
分
）
が
扱
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
部
分
か
ら
頭
・
胸
・
腹
・
四
肢
な
ど
の
大
き
な
部
分
が

作
ら
れ
る
こ
と
が
言
か
れ
、
統
合
的
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
残
る
巻
で
は
人
体
全
体
を
大
き
く
頭
・
胸
・
腹
・
生
殖
器
・
四
肢
の
部

分
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
器
官
に
つ
い
て
書
か
れ
、
分
析
的
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
分
類
を
「
解
剖
学
著
作
」
に
当
て
は
め
る
と
、
こ
の
著
作
の
巻
立
て
は
分
析
的
な
方
法
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
解
剖
学
著
作
」
か
ら
『
解
剖
学
誌
」
へ
の
巻
立
て
の
変
更
は
、
内
容
の
変
更
で
は
な
く
提
示
法
の
変
更
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

物
・
死
体
・
生
体
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
観
察
結
果
に
基
づ
い
て
諸
部
分
の
目
的
因
が
文
書
や
口
頭
で
教
授
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

解
剖
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
構
造
（
の
可
匡
只
昌
巴
、
作
用
（
四
日
○
）
、
有
用
性
言
の
房
）
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ
は
ガ
レ
ノ
ス

（
鳩
）

の
考
え
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
現
代
ま
で
の
解
剖
学
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
ガ
レ
ノ
ス
に
つ
い
て
の
多
く

の
言
及
を
し
て
い
る
。
閉
め
８
吋
国
貝
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
ガ
レ
ノ
ス
は
諸
部
分
を
構
造
、
作
用
、
有
用
性
の
三
つ
の
点
か
ら
記
述
し

よ
う
と
し
、
実
際
の
著
作
に
も
そ
の
記
述
法
が
現
れ
て
い
る
と
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
『
解
剖
学
指
南
』
ｅ
の

四
邑
閏
○
昌
凰
め
且
目
目
の
耳
目
○
ヨ
ｇ
の
）
、
『
筋
の
解
剖
」
ｅ
①
目
匡
の
ｏ
巳
○
昌
日
の
①
８
○
口
①
）
、
『
神
経
の
解
剖
」
ｅ
の
二
①
門
ぐ
○
目
白
の
①
８
（
）
ロ
①
）
で

は
構
造
、
『
自
然
の
権
能
』
ｅ
①
母
。
昌
国
庁
弓
屋
の
自
画
言
一
国
言
匡
の
）
と
『
プ
ラ
ト
ン
と
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
教
説
』
ｅ
①
亘
四
、
己
の
閏
目
（
）
‐

の
国
房
２
国
四
ｇ
昌
い
）
で
は
作
用
、
『
諸
部
分
の
有
用
性
』
ｅ
①
吊
巨
冒
昌
巨
日
）
で
は
有
用
性
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は

特
に
『
諸
部
分
の
有
用
性
」
を
高
く
評
価
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
著
作
を
書
い
た
ガ
レ
ノ
ス
に
近
年
に
な
っ
て
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

嘆
く
。
現
代
の
解
剖
学
者
と
し
て
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
や
コ
ロ
ン
ボ
な
ど
一
六
世
紀
に
活
雌
し
た
解
剖
学
者
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
最
後
に
自
ら
の
著
作
の
方
針
を
書
い
て
い
る
。
構
造
、
作
用
、
有
用
性
に
関
す
る
記
述
（
三
の
目
ぺ
国
）
の
後
に
、

（
両
）

そ
れ
ら
に
関
す
る
問
題
（
呂
四
①
豊
○
）
を
置
く
の
で
あ
る
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
人
体
を
構
成
す
る
諸
部
分
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
物
質
論
が
論
じ

ら
れ
、
人
体
の
区
分
に
つ
い
て
の
議
論
が
続
く
。
ガ
レ
ノ
ス
は
脳
・
心
臓
・
肝
臓
・
生
殖
器
と
そ
れ
ら
に
連
絡
す
る
神
経
・
動
脈
・
静
脈
・

輸
精
管
、
ま
た
骨
・
軟
骨
・
靱
帯
・
膜
な
ど
を
区
別
し
て
い
た
と
言
か
れ
て
い
る
。
解
剖
学
者
の
間
で
一
般
的
な
区
分
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
こ
で
は
解
剖
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
語
源
か
ら
「
分
け
て
切
る
」
こ
と
と
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
答
え

る
。
し
か
し
解
剖
は
さ
ら
に
観
察
し
た
こ
と
の
記
述
言
の
８
Ｈ
国
）
と
理
論
化
（
め
の
話
目
巴
か
ら
な
っ
て
い
る
。
諸
部
分
の
構
造
に
つ
い

て
数
、
位
置
、
形
状
、
連
絡
な
ど
を
記
述
し
、
そ
の
記
述
か
ら
理
論
化
が
な
さ
れ
作
用
と
有
用
性
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

工
耐
《
○
『
両
×
，
×
｜
く

工
雨
庁
○
『
画
×
く

数
、
位
置
、
形
状
、

工
耐
芹
○
『
両
×
く
一
‐
×
×
’
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「
解
剖
学
著
作
』
は
人
体
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
著
作
だ
っ
た
が
、
『
解
剖
学
誌
』
で
は
解
剖
学
に
つ
い
て
の
記
述
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
「
解
剖
学
誌
」
は
ま
さ
に
解
剖
学
そ
の
も
の
が
記
述
さ
れ
る
解
剖
学
の
豆
⑱
８
吋
国
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
解
剖
学
の
分
析
は
広
範
で
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
他
の
解
剖
学
害
に
お
い
て
も
、

以
上
の
よ
う
な
内
容
（
特
に
人
体
の
卓
越
性
、
解
剖
学
の
歴
史
）
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
は
序
文
や
緒
言
で
簡
単

（
階
）

に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
独
立
し
た
巻
を
設
け
た
例
は
見
ら
れ
ず
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
ほ
ど
の
詳
細
な
分
析
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
第
一
巻
を
読
ん
だ
読
者
は
、
解
剖
学
で
用
い
ら
れ
る
教
授
法
・
提
示
法
・
記
述
法
や
解
剖
の
対
象
で
あ
る
人
体
と
そ
の
部
分
に
つ
い

て
の
分
析
か
ら
、
解
剖
学
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
二
巻
以
降
に
書
か
れ
た
三
の
８
局
国
と

昌
国
の
呂
○
か
ら
解
剖
学
で
現
在
分
か
っ
て
い
る
こ
と
と
未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
を
知
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ
ス

は
未
解
決
の
問
題
に
関
し
て
ガ
レ
ノ
ス
の
意
見
を
尊
重
す
る
が
、
他
の
意
見
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
読
者
は
問
題
そ
の
も
の
と
そ
れ
に
対

す
る
複
数
の
解
決
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
読
者
は
解
剖
学
に
つ
い
て
の
広
範
な
知
識
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
○

の
は
頭
・
胸
・
腹
・
四
肢
と
い
う
分
け
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
解
剖
学
著
作
』
に
お
け
る
区
分
で
あ
る
。
『
解
剖
学
誌
』
の
人
体
の
構
成
要

素
に
基
づ
く
巻
構
成
は
ガ
レ
ノ
ス
の
人
体
区
分
を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
に
は
公
的
な
部
分
と
私
的
な
部
分
に
分
け
た
フ
エ
ル

一
解
剖
学
著
作
」
と
『
解
剖
学
誌
」
で
巻
構
成
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、
人
体
の
区
分
の
面
で
も
ガ
レ
ノ
ス
の
考
え
を
受
け
継
ご
う
と
し

た
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ネ
ル
の
意
見
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
解
剖
学
著
作
」
と
『
解
剖
学
誌
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、
①
匡
○

い
一
つ
。

発
表
と

一
脚
）

ブ
つ
シ
っ
。ハ

ー
ヴ
ィ
の
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
用
い
方
は
特
徴
的
で
あ
る
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
見
解
に
つ
い
て
多
く
の
言
及
を
行

（
鋤
）
（
凶
）

っ
て
お
り
、
他
人
の
見
解
を
紹
介
す
る
際
に
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ラ
ゥ
レ
ン

テ
ィ
ウ
ス
が
目
印
①
呂
○
に
お
い
て
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
の
異
な
る
見
解
を
多
数
紹
介
し
て
い
る
た
め
に
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も

（
”
幸

方
法
論
の
面
で
も
ハ
ー
ヴ
ィ
と
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
間
に
は
関
連
が
見
ら
れ
る
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
生
体
解
剖
を
多
く
用
い
て
諸
部
分
の
作
用

を
論
じ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
記
述
し
た
方
法
を
実
践
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
考
察
（
①
×
四
目
胃
旦

と
い
う
言
葉
の
用
い
方
な
ど
に
お
い
て
ハ
ー
ヴ
ィ
に
は
う
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
の
関
連
が
見
受
け
ら
れ
る
。

批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
リ
オ
ラ
ン
（
］
の
四
口
四
○
酉
こ
民
．
》
扇
雪
‐
屋
留
）
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
の
三
の
８
局
国
の
部
分
に
お
け
る

（
蝋
）

誤
り
を
指
摘
す
る
著
作
を
書
い
た
。
リ
オ
ラ
ン
は
未
解
決
の
問
題
が
多
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
答
え
を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に

呂
四
①
呂
○
の
部
分
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
コ
ッ
ラ
ド
は
呂
四
①
昌
○
と
い
う
形
式
そ
の
も
の
に
対
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ

ィ
ウ
ス
の
〔
一
戸
四
①
呂
○
に
は
多
く
の
人
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
ど
の
よ
う
に
で
も
取
れ
る
見
解
が
並
べ
て
あ
る
だ
け
で
、

（
別
）

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
示
す
裁
定
は
言
葉
の
上
で
の
裁
定
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

ろ

ラ
ウ
レ
ン
テ
イ
ウ
ス
の
「
解
剖
学
誌
」
は
多
く
の
版
を
重
ね
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
解
剖
学
書
の
よ
う
な
研
究
成
果
の

表
と
し
て
の
著
作
で
は
な
く
、
解
剖
学
を
紹
介
・
解
説
す
る
著
作
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
門
外
の
人
や
初
学
者
に
有
用
だ
っ
た
の
で
あ

ま
た
解
剖
学
の
専
門
家
に
よ
っ
て
も
多
く
参
照
さ
れ
て
い
る
。
ア
セ
ッ
リ
ａ
ｍ
ｇ
胃
①
少
の
①
言
》
勗
酋
‐
勗
誤
）
や
マ
ル
ピ
ー
ギ
（
巨
胃
‐

胃
）
言
、
旨
侭
亘
晟
脇
‐
臣
程
）
な
ど
の
一
七
世
紀
の
多
く
の
解
剖
学
者
が
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
・
生
理
学
的
な
内
容
に
言
及
し
て

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
影
響
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ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
頃
に
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
来
の
多
く
の
発
見
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
ま
た
古
代
の
権
威
と
対
立
す
る
意
見
が
多
く
提

出
さ
れ
て
い
た
。
一
六
世
紀
後
半
の
多
く
の
解
剖
学
者
の
著
作
に
は
自
ら
の
発
見
と
新
見
解
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
数
が
多
く
な
る
に

し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
見
解
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
用
語
も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
多

く
の
解
剖
学
書
を
手
に
と
っ
て
比
較
・
検
討
で
き
る
立
場
に
な
け
れ
ば
当
時
の
解
剖
学
に
お
い
て
何
が
確
定
さ
れ
た
事
実
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
の
著
作
は
以
上
の
難
点
を
解
消
し
て
い
る
。
自
ら
の
観
察
に
基
づ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
見
解
で
は
な
く
、
多
く
の
解
剖

学
者
の
見
解
か
ら
人
体
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
当
時
人
体
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
專
門
外
の
人
に
も
伝
え
て
い
る
。

ま
た
ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て
解
剖
学
は
観
察
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
問
題
が
未

（
野
）

解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
著
作
は
、
一
つ
の
著
作
の
中
に
未
解
決
の
問
題
に
対
す
る
多
く
の
見
解
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
当
時
の

解
剖
学
に
お
け
る
見
解
の
相
違
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
意
見
が
乱
立
・
対
立
す
る
状
況
に
お
い
て
、
彼
は
そ
れ
ら
の
意
見

を
記
述
・
調
停
し
、
解
剖
学
に
お
け
る
人
体
に
つ
い
て
の
知
識
の
現
況
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
解
剖
学
著
作
』
の
読
者
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
解
剖
学
の
専
門
書
を
何
冊
も
見
比
べ
る
こ
と
な

く
、
解
剖
学
の
現
状
や
人
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
知
識
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
、
ま
た
何
が
未
解
決
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
解

剖
学
と
い
う
学
問
の
性
質
・
歴
史
・
方
法
論
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
書
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
知
見
が
乏
し
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
出
版
後
数
十
年
経
て
も
な
お
批
判
が
加
え
ら
れ
る
点
に
も
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
影
響
の
強
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
以
降
の
解
剖
学
の
展
開
を
追
う
際
に
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
影
響
力
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ヒ
ゴ

ロ
ロ
ー糸

言五
11m
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し
か
し
、
他
人
の
見
解
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
点
に
こ
そ
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
の
価
値
が
あ
り
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
著
作
が
書
か
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究
発
表
と
し
て
の
著
作
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
一
般
に
紹
介
す
る
よ
う
な
著
作
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
解
剖
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
物
語
っ

謝
辞

本
稿
で
用
い
た
一
次
資
料
の
う
ち
、
リ
オ
ラ
ン
と
コ
ッ
ラ
ド
は
倉
敷
中
央
病
院
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。
貴

重
な
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

従
来
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
解
剖
学
を
新
発
見
の
積
み
重
ね
か
ら
眺
め
て
き
た
。
方
法
論
の
面
か
ら
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス
以
降
の
解
剖
学

（
帥
）

が
同
質
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
研
究
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
一
六
世
紀
後
半
以
降
の
解
剖
学
の
展
開
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
書
は
一
六
世
紀
末
の
解
剖
学
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
の
状
況
を
記
し
て
い
る
点
で
今
後
の
研
究
に
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
解
剖
学
書
が
書
か
れ
、
読
ま
れ
る
状
況
の
変
化
を
物
語
る
点
で
解
剖
学
の
展
開
を
追
う
に
あ
た
っ
て
無
視

で
き
な
い
著
作
な
の
で
あ
る
。

て
い
ブ
。
。

圭
土

二
篝
口

（
１
）
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
人
生
と
業
績
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
国
『
一
①
亘
ゞ
］
・
叫
冨
昌
曾
⑳
》
苫
己
刷
号
．
言
Ｑ
三
豊
①
｝
（
〕
の
里
巴
．
（
＆
・
）
“

ロ
』
ｇ
ご
己
幽
門
ぐ
ａ
⑫
ｇ
の
三
罵
言
国
ざ
ぬ
『
四
ロ
ゴ
雷
の
９
号
ロ
①
［
ゞ
ｚ
①
君
国
（
）
ニ
ハ
》
己
三
）
ｌ
窓
．

（
２
）
刀
○
肩
耳
国
昌
○
口
の
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
解
剖
』
弓
胃
し
ご
里
冒
昌
旦
冨
の
冨
口
の
言
）
ご
ゞ
扇
曽
）
へ
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｑ
，
］
○
房
》

弓
．
出
轆
冨
の
ａ
ｏ
巴
国
吊
○
己
の
⑳
旦
昌
の
冒
扁
言
嚴
旨
吾
①
艀
ぐ
①
具
①
２
号
四
且
両
胃
ご
両
億
三
①
の
邑
号
○
①
具
昌
汚
の
．
Ｑ
冒
冨
の
＆
８
．
巨
』
＆
弓
‐
鴎
』

」
や
『
つ
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（
、
）
の
胸
．
Ｆ
画
巨
用
具
旨
韓
与
己
．
ロ
ウ
白
ゞ
Ｃ
ロ
四
①
輿
ご
目
浅
筥
豆
ユ
．
Ｅ
ご
自
目
Ｃ
口
四
の
禺
旨
ご
目

（
Ⅱ
）
軟
骨
・
靱
帯
・
膜
・
毛
を
扱
う
第
三
巻
に
は
呂
四
の
畠
（
）
は
な
い
。

（
Ｅ
）
与
己
．
函
ロ
ー
〕
自
．
Ｃ
匡
幽
①
輿
旨
認
浅
閂
×
．

（
ど
ハ
ー
ヴ
ィ
の
著
作
の
題
で
も
①
×
の
ａ
ｇ
ｇ
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が
、
明
快
な
論
理
に
従
っ
て
一
つ
の
問
題
に
解
答
が
与
え
ら
れ
る
点

で
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
類
似
し
て
い
る
。

（
型
『
解
剖
学
著
作
』
で
は
「
部
分
」
を
扱
っ
た
一
房
８
吋
国
と
呂
四
の
豊
○
が
第
一
巻
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
だ
け
が
「
解
剖
学
誌
」
と
「
解
剖
学
著

（
９
）
ピ
エ
ー
ｒ
ロ
の

（
５
）
例
外
的
に
ン
号
言
国
冒
〕
は
マ
ル
ピ
ー
ギ
の
発
生
学
を
論
じ
た
著
作
に
お
い
て
、
マ
ル
ピ
ー
ギ
が
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
言
及
す
る
箇
所
で
「
解

剖
学
著
作
」
だ
け
を
参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
ピ
ー
ギ
が
「
解
剖
学
誌
』
で
は
な
く
「
解
剖
学
著
作
」
の
み
を
読
ん
だ
と
い
う
証
拠
は
あ
げ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
意
図
的
に
「
解
剖
学
著
作
」
だ
け
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
シ
号
言
煙
コ
ニ
ゞ
崖
国
冨
閏
、
①
二
（
）
冨
四
言
胸
三

智
昼
言
①
固
く
巳
昌
旨
国
９
国
昌
一
〕
ご
『
○
一
○
四
『
、
○
○
昌
の
臣
ご
貝
く
め
易
』
噂
も
局
の
め
自
昏
四
，
四
》
ら
霊
．

（
６
）
Ｆ
豐
胃
①
昌
冒
観
○
壱
Ｑ
’
四
釦
ロ
呉
（
）
昌
局
四
．
巨
一
〕
白
》
国
厨
８
局
国
．
〆
く
．

（
７
）
弓
己
．
韓
冒
一
〕
目
）
Ｃ
戸
国
隅
武
○
．
潤
〆
ぐ
．

（
８
）
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
胎
児
に
つ
い
て
の
観
察
は
独
自
の
も
の
で
、
新
た
な
発
見
も
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
弓
匙
．
恥
聾
巨
ぢ
め
○
一
の
ｇ
ｏ
凰
雪
］
‐

（
３
）
弓
の
胃
》
シ
・
“
二
二
一
国
目
国
閏
ぐ
①
〕
ｍ
ご
旦
号
の
《
弓
四
宮
旦
号
①
曽
国
目
］
ご
印
厨
〕
．
帛
閨
⑦
さ
ご
ａ
の
ｇ
の
月
①
．
匡
辛
圏
千
画
亀
．
岳
駕
．

（
４
）
（
皆
印
①
一
〕
○
函
冨
○
号
」
‐
一
○
一
○
四
の
ロ
①
具
○
句
四
の
一
四
一
①
の
庁
の
ｏ
○
一
“
め
芹
屋
屋
①
烏
昌
的
］
》
○
の
一
‐
弓
吊
ユ
夢
目
今
．
①
旦
匡
伊
四
胃
①
易
（
勗
琶
ｉ
岳
宅
）
◇
シ
の
国
（
）
】
‘
弓

○
℃
四
①
ｇ
ｏ
鼬
国
の
｝
ぬ
芦
○
ｍ
一
・
四
目
》
』
昌
岬
切
函
１
ｍ
↑
》
』
や
『
つ
》
団
豈
①
丘
己
》
］
・
“
閂
）
厨
ロ
ロ
芹
四
宮
（
）
ロ
“
］
〕
Ｑ
ユ
①
⑳
○
吋
乞
庁
５
巨
］
己
弄
｝
〕
①
計
の
］
〕
巴
の
、
煙
邑
向
の
語
）
匡
昌
⑱
①
○
○
自
口
，
○
く
①
『
●
駿
激

隠
甲
瞳
切
．
冒
夛
Ｎ
の
巴
。
》
シ
里
巴
．
（
の
房
・
）
“
国
］
①
旨
①
ｓ
ｏ
里
帛
窓
口
四
］
の
砂
四
コ
の
⑦
旦
昏
の
凶
弾
①
①
二
言
○
四
〕
冒
昌
．
ｎ
国
ョ
耳
墓
掘
の
口
昌
ぐ
の
一
‘
の
］
辱
国
’
①
砂
の

呂
望
〕
巨
庁
四
斤
里
．
両
．
．
『
・
用

○
四
ヨ
ー
〕
ユ
ユ
姫
①
賢
二
］

Ｑ
Ｒ
の
、
扇
Ｆ
ｍ
Ｅ
胃
的
己
口
巨
の
の
里

○
四
国
］
一
〕
【
汽
一
、
少
」
や
、
⑳

『
調
停
者
」
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
臣
君
ロ
ゞ
国
轆
ヨ
］
①
国
印
の
四
邑
閂
）
①
の
言
①
（
）
陣
一
〕
①
牌
胃
）
一
四
の
胃
↑
Ｐ
固
の
の
言
（
）

ゞ
、
崗
筐
》
［
ｂ
昼
の
己
．
己
寵
罰
巨
四
ｏ
目
①
四
国
．
房
冒
〕
四
の
〕
四
四
尻
曽
ａ
ｚ
禺
昌
’
如
言
号
①
丙
①
一
〕
習
の
的
曽
］
の
①
．
（
〕
四
目
一
〕
風
（
荷
①
［
〕
己
ぐ
①
尻
一
弓
国
‐
の
閉
．

足
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作
」
で
共
通
し
て
い
る
。

（
哩
椛
造
・
作
川
・
有
用
性
か
ら
諸
部
分
を
論
じ
る
の
は
一
六
世
紀
の
医
学
書
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
。
椛
造
（
⑳
言
月
冒
国
）
の
代
わ
り
に
記
述

（
豆
の
８
］
茜
）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

耐
）
こ
の
生
体
解
剖
に
つ
い
て
の
考
察
は
当
時
の
生
体
解
剖
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
当
時
多
く
の
解
剖
学
者
が
動
物
の
生
体
解
剖
を
行

い
、
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
ハ
ー
ヴ
ィ
な
ど
は
動
物
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
人
体
へ
と
類
推
す
る
こ
と
に
つ
い
て
批
判
を
受
け
た
り
し
、
生
体

解
剖
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
は
ど
こ
ま
で
他
の
動
物
に
も
あ
て
は
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
問
題
が
絶
え
ず
付
き
ま
と
っ
て
い
た
。
ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
考
察
を
用
い
れ
ば
、
外
か
ら
隠
さ
れ
た
内
臓
の
作
用
で
、
そ
の
構
造
が
人
体
と
動
物
で
共
通
し
て
い
る
場
合
に
生
体
解
剖
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
は
人
体
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
か
ら
ハ
ー
ヴ
ィ
ま
で
の
人
体
解
剖
・
動
物
解
剖
・
生
体
解
剖
・
死
体
解
剖
に
つ
い
て

は
以
下
を
参
照
。
澤
井
直
「
研
究
ノ
ー
ト
近
代
初
期
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
に
お
け
る
解
剖
学
の
系
譜
」
『
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
』
八
巻
、
八
八
～
二

（
ど
諸
部
分
の
定
義
に
つ
い
て
扱
っ
た
第
一
巻
の
昌
四
の
呂
○
目
の
冒
頭
に
も
同
様
の
方
針
が
書
い
て
あ
る
。
こ
こ
で
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
は
解
剖
学

に
お
け
る
未
解
決
の
難
問
を
取
り
上
げ
た
解
剖
学
害
が
少
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
の
著
作
の
〔
宕
四
①
豊
○
で
は
、
そ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
難
問
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
肥
）
①
胸
．
ぐ
①
如
巴
旨
塑
ロ
①
岸
旨
目
鼬
冒
ｎ
ｏ
５
ｇ
’
涜
菌
一
〕
『
言
四
．
届
お
．

（
四
）
四
ｓ
○
」
‐
国
①
砦
叫
昌
開
・
Ｐ
“
○
員
蔚
⑳
田
口
で
一
〕
湧
旨
目
○
ｍ
望
．
篭
？
認
函
・
言
⑦
四
口
言
‐
○
ぬ
①
烏
》
の
〉
印
の
一
旨
の
蔚
拭
］
四
昌
旦
の
具
言
○
二
》
］
．
（
＆
の
．
）
“
己
の
、
の
胃
弄
①
い
）
ぃ

ｚ
四
目
国
一
国
ご
○
の
呂
亘
．
詞
○
昌
一
の
烏
①
．
Ｆ
Ｃ
ａ
Ｏ
ロ
ゞ
ｇ
三
・
団
甦
の
専
一
に
よ
れ
ば
固
の
一
酉
昌
ｐ
，
○
○
訂
の
『
小
宇
宙
誌
」
（
三
房
５
百
ｍ
目
○
ぬ
国
９
国

霊
届
）
に
は
「
解
剖
学
誌
』
の
（
一
戸
国
の
呂
○
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
バ
ウ
ヒ
ン
の
著
作
と
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
「
解
剖
学
誌
』
を
基

に
し
て
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
部
分
が
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
依
存
し
て
い
る
か
に
閲
し
て
は
今
後
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
風

（
別
）
与
昌
ご
耳
閏
匙
、
の
↓
の
（
①
号
．
陣
ご
’
巴
吊
ご
”
弓
一
〕
①
シ
ご
禺
白
ヨ
。
四
一
門
①
ｇ
胃
①
砂
員
三
三
国
目
国
智
’
く
の
望
．
固
陣
、
、
目
ご
冒
鴨
８
口
の
》
同
二
三
〕
二
侭
丘
、
乞
霞
．

に
は
ハ
ー
ヴ
ィ
に
よ
る
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
多
く
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

（
皿
）
帛
宮
弓
①
く
．
言
．
李
同
〆
関
口
国
ロ
（
）
曽
国
８
冒
罠
８
号
目
（
）
目
８
Ｒ
〔
房
２
ｍ
臼
、
侭
昌
昌
⑱
旨
四
目
目
四
号
易
〕
畠
麗
．
の
農
）
．
］
の
冒
頭
。
ｑ
、
毒
ロ
旨
閏
匙
鴨
》

は
以
下
を
参
照
。
回

○
頁
、
二
○
○
一
・

印
甦
堅
〕
菖
岫
二
〕
己
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（
羽
）
サ
ン
ト
リ
オ
（
一

レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、

壁
国
国
》
Ｚ
．
（
Ｗ
シ

（
調
）
。
Ｅ
旨
日
廻
国
目
》

醇
匡
臼
堅
５
房
岳
雪

⑦
。
“
三
三
一
匿
冒
国
四
う
ぁ
因
四
口
・
弓
①
Ｑ
Ｈ
Ｏ
昌
禺
旨
二
○
哺
吾
の
国
旨
○
ユ
．
二
国
ｍ
ｏ
Ｑ
ｇ
国
匡
ゞ
Ｐ
（
）
呂
己
○
国
〕
ら
目
．
宮
司
〕
二
・
●

（
型
）
弓
①
閂
》
シ
・
》
昏
昼
．
に
お
い
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
自
ら
の
血
液
循
環
の
論
証
は
議
論
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
解
剖
学
の
方
法
に
則
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
解
剖
の
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
前
章
で

見
た
よ
う
に
解
剖
学
は
記
述
と
理
論
化
か
ら
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
血
液
循
環
は
観
察
し
た
も
の
の
記
述
と
理
論
化
を
経
て
論
証

さ
れ
て
お
り
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
示
し
た
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
羽
）
国
Ｃ
一
巴
〕
．
］
・
言
’
．
』
○
冒
勗
ｏ
三
四
巴
］
男
（
）
冒
扁
四
口
（
）
ぐ
四
・
届
迄
．
巨
一
〕
．
シ
昌
冒
四
・
ぐ
の
『
の
］
○
己
の
、
一
二
○
宮
●
一
釦
皆
屋
弓
冒
旨
巨
白
諺
景
昌
『
の
四
の
Ｐ
聾
昌
，
①
三
］
．

（
別
）
○
○
一
颪
・
○
》
弓
・
叫
醇
・
く
①
耐
胄
●
因
め
①
こ
の
○
日
目
の
］
］
厨
国
胃
冒
ｏ
ｓ
Ｑ
三
三
の
⑳
９
旨
ｇ
》
呂
國
９
旨
Ｑ
》
の
己
智
］
ｇ
‐
号
昌
一
Ｑ
》
の
〆
の
”
の
冒
禺
］
Ｑ
》
四
Ｏ
Ｓ
烏
－
９
局
一
．
屋
届
．

己

“

（
殴
昌
（
）
罠
，
ざ
瞭
昌
（
）
凰
○
》
＆
臼
‐
屋
践
）
は
、
「
解
剖
が
感
覚
知
覚
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
な
ら
ば
、
ラ
ウ

ま
た
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
以
前
に
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
考
え
た
よ
う
に
多
く
の
問
題
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

シ
ぐ
旨
①
昌
‐
画
言
罰
ｇ
皆
膀
曽
〕
３
戸
凹
辱
．
犀
，
旨
８
８
国
自
己
く
①
国
ご
卑
隅
、
．
卑
冒
８
８
己
．
己
電
．
ロ
総
鈩
か
ら
引
用
。

］
》
シ
・
”
弓
写
の
四
］
国
ｇ
冒
旨
巴
吊
二
留
膀
留
肩
⑩
言
①
胃
，
①
普
副
の
Ｒ
５
邑
旦
弓
①
巴
〕
里
（
）
目
月
巴
冒
ｓ
①
の
厨
（
幹
号
①
四
二
Ｑ
①
具
の
．
の
の
（
）
訂
］
‘
勺
吊
膀
↑

（
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）



LaurentiusonAnatomy
守
勾

TadashiSAWAIandTatsuoSAKAI

AndreasLaurentiuswroteOp"極α邦α加加j"(1593)andHfs加γ”α"αm""."(1600)These

bookswerecomposedoftwotypesofchapters;@historia'and@quaestio'、Hisdescriptionis

notoriginal,buttakenfromotheranatomists.{Historia'describesthestructure,actionand
usefulnessofthebodypartsclarifiedafterdissection.Quaestio'treatsthosequestionswhich
couldllotbesoIvedolllybydissection、Laurentiuscitedmanypreviouscontradictinginter-

pretationstothesequestiolls,andchooseabestinterpretationfortheindividualquestions.

Inmostcases,LaurentiuspreferredGalell'sview・H1s加γねα"α加押"･"retainedalmostallthe

{historia'and;quaestio'fromOPem〃"α加加/",andaddedsomenew!historia'and@quaestio',

especiallyinregardtothecomponentsofthebody,suchasligaments,membranes,vessels,
nervesandglands.Othernew@historia'and!quaestio'inHMsmγiαα""(7w/c"concerned

severaltopicsonanatomyingeneraltocomprehensivelyanalyzethehistoryofanatomy,
methodsofanatomy,andusefulnessofanatomy.HIs加γ/〃α"α加加/"reviewedwhatwas

anatomybydescribingin(historia'whatwasknownandin&quaestio'whatwasunresolved.
TillllowLaurentius'sanatomicalworkshaveattractedlittleattentionbecausehisdescrip-

tiollcontainedfeworiginal6ndingsanddependedonpreviousbooks.However,theimpor-
tantfactthatHIs/0"αα"α加糀ic"wasverypopularinthel7thcenturytellsusthatpeople

neededthenon-originalandhandbookstyleofthistextbook・HYs〃γ”α"α加沈iC"iSimpOrtant

forfurtherresearchonthepropagationofanatomicalknowledgefromprofessionalanato-

miststonon-professionalsinthel7thcentury.

祁
朴
完
駐
ｅ
Ｋ
心
ヤ
ト
入
、
一
心
い
些
言
趨
黛
響
・
回
抹
鎚


